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計量単位、情報提供について討議
計
量
単
位
に
つ
い
て

　
国
際
的
に
定
め
ら
れ
る
新

し
い
計
量
単
位
へ
の
迅
速
な

対
応
の
必
要
性
に
ふ
れ
た
諮

問
に
対
し
、
7
月
　
日
開
催

26

の
今
年
度
第
1
回
計
量
行
政

審
議
会
で
は
①
国
際
機
関
の

決
定
に
よ
り
認
め
ら
れ
た
単

位
を
国
内
に
定
着
さ
せ
て
い

く
こ
と
に
支
障
を
生
じ
な
い

よ
う
な
、
新
た
な
単
位
の
定

め
方
に
つ
い
て
、
②
非
法
定

計
量
単
位
に
対
す
る
規
制
の

あ
り
方
を
再
検
討
す
る
必
要

の
有
無
、
と
い
う
検
討
課
題

が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

　
現
行
計
量
法
で
は
法
定
計

量
単
位
と
し
て
定
め
る
に
は

法
改
正
が
必
要
。
制
度
を
弾

（1） 2005年（平成17年）10月30日（日）第 2605 号

第
2
回
計
量
制
度
検
討
小
委
開
く
　
　
　
　
　
    陰
隠
面

計
測
展
2
0
0
5
T
O
K
Y
O
　
　
　
　
　
　
   　
 陰
面

第
1
回
計
量
標
準
部
会
、
W
G
開
催
、
J
F
E
ス
チ
ー
ル
書
類
送
検
ほ
か
　
隠
面

2
0
0
5
全
国
の
計
量
記
念
日
行
事
柑
　
　
　
        韻
面

特
集
・
と
う
き
ょ
う
の
計
量
　
　
　
　
　
　
　
 吋
右
宇
面

第
一
計
器
新
製
品
 、
寄
稿・蓑
輪
善
蔵
氏
　
　
        宇
面

私
の
履
歴
書
・
齊
藤
勝
夫
儀
、
社
説
　
　
　
　
　
　
 烏
面

東
洋
計
器
・資
料
室
完
成
、島
津
製
作
所
・国
連
大
学
支
援
　
羽
面

新
製
品
ニ
ュ
ー
ス
、企
業
ニ
ュ
ー
ス
、業
務
概
要
作
成
ほ
か
 　
 羽
面

（　　　　）昭和26年4月4日 
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と
う
き
ょ
う
の
計
量

吋
右
宇
面

計
量
記
念
日
特
集
敢

力
的
に
変
更
で
き
る
よ
う
、

法
律
で
な
く
政
令
に
委
任
す

る
案
が
浮
上
し
て
い
る
。
ま

た
、
国
際
的
な
新
単
位
の
導

入
に
あ
た
り
、
政
令
・
省
令
、

運
用
実
務
に
つ
い
て
も
判
断

基
準
や
手
順
を
整
備
す
る
必

要
性
が
い
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
委
員
は
、
新

単
位
へ
の
速
や
か
な
対
応
に

は
お
お
む
ね
肯
定
的
で
あ
っ

た
が
、
導
入
手
順
や
判
断
基

準
は
意
見
が
分
か
れ
た
。

　
話
題
が
非
法
定
計
量
単
位

に
移
る
と
、
委
員
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
が
挙
が
っ
た
。

そ
も
そ
も
単
位
は
統
一
す
べ

き
も
の
で
あ
る
。
非
法
定
計

量
単
位
を
認
め
る
と
、
そ
れ

ま
で
頑
に
メ
ー
ト
ル
法
準
拠

を
徹
底
し
て
き
た
国
の
方
針

を
転
換
す
る
こ
と
に
な
り
、

国
民
か
ら
の
信
頼
を
失
う
可

能
性
も
あ
る
。
そ
の
一
方
、

尺
貫
法
の
文
化
的
側
面
を
維

持
す
る
こ
と
も
大
事
、
と
す

る
意
見
も
出
た
。

　
あ
る
委
員
が
実
体
験
を
述

べ
た
。
本
来
は
販
売
を
禁
止

し
て
い
る
は
ず
の
、
非
法
定

計
量
単
位
が
書
か
れ
た
輸
入

品
の
生
活
雑
貨
が
、
一
般
的

に
流
通
し
て
い
る
。
デ
ザ
イ

ン
や
使
い
勝
手
が
よ
く
、
愛

用
し
て
い
る
製
品
の
出
所
が

違
法
で
あ
る
、
と
い
う
矛
盾

を
解
消
す
る
よ
う
な
法
改
正

を
望
み
た
い
、
と
し
た
。

情
報
提
供
に
つ
い
て

　「
事
業
者
の
適
正
計
量
を

促
す
の
は
厳
し
い
消
費
者
の

目
で
あ
る
と
い
う
視
点
」（
諮

問
文
よ
り
）
に
立
っ
た
商
品

の
適
正
計
量
を
考
え
る
に
あ

た
り
、
消
費
者
へ
の
情
報
提

供
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

　
情
報
提
供
の
基
本
的
な
考

　
今
年
度
の
第
2
回
計
量
制
度
検
討
小
委
員
会
が
　
月
　

10

24

日
午
前
、
東
京
・
霞
ヶ
関
の
経
済
産
業
省
別
館
9
4
4
号

室
で
開
か
れ
た
。
当
日
は
代
理
も
な
く
、
委
員
全
員
が
出

席
し
た
。
朝
早
く
か
ら
多
数
の
関
係
者
が
傍
聴
に
詰
め
か

け
、
制
度
検
討
の
行
方
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
う
か
が

え
た
。
議
題
は
計
量
単
位
に
つ
い
て
、
情
報
提
供
に
つ
い

て
、そ
の
他
と
し
て
同
委
員
会
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ（
W

G
）
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
、
の
3
点
。
予
定
の
2
時
間

を
オ
ー
バ
ー
す
る
活
発
な
意
見
が
飛
び
交
っ
た
。
次
回
は

W
G
の
進
展
を
踏
ま
え
、
年
内
に
開
催
さ
れ
る
予
定
。

委
員
全
員
出
席
、高
い
関
心

え
方
は
、
適
正
計
量
の
場
に

消
費
者
の
目
を
向
か
せ
る
こ

と
。
具
体
案
と
し
て
は
、
不

正
事
業
者
名
の
公
表
と
い
っ

た
手
続
き
を
整
備
す
る
な

ど
、
適
正
な
計
量
に
関
す
る

関
心
と
知
識
を
持
た
せ
る
、

消
費
者
の
計
量
行
政
へ
の
主

体
的
、
積
極
的
な
参
画
を
促

す
、
の
2
点
。

　
経
産
省
が
発
す
る
計
量
行

政
に
関
す
る
情
報
は
、
制
度

の
概
要
が
主
で
あ
り
、違
反
、

取
締
状
況
、相
談
事
例
な
ど
、

消
費
者
の
関
心
を
集
め
る
よ

う
な
内
容
は
ほ
と
ん
ど
な

い
。
地
方
自
治
機
関
も
、
情

報
提
供
の
積
極
性
は
、
地
域

に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
。

ま
た
、
一
般
消
費
者
が
計
量

行
政
に
対
す
る
意
見
を
訴
え

る
場
や
手
段
も
不
足
し
て
い

る
。
経
産
省
の
P
R
が
弱
い

と
す
る
指
摘
も
出
た
。

（
隠
面
に
つ
づ
く
）

　
花
日
本
電
気
計
測
器
工
業

会
（
J
E
M
I
M
A
、
竹
下

晋
平
会
長
）
は
　
月
9
日
か

11

ら
、「
計
測
展
2
0
0
5
T
O

K
Y
O
」
を
開
催
す
る
。

　
同
展
は
隔
年
ご
と
に
開

催
、今
回
で
　
回
目
と
な
る
。

31

今
回
は
、「
測
る
と
見
え
る
未

来
の
技
術
」
が
テ
ー
マ
。
あ

ら
ゆ
る
産
業
を
支
え
る
基
盤

技
術
と
し
て
各
産
業
界
と
密

接
な
関
係
を
持
ち
な
が
ら
、

さ
ら
に
発
展
す
る
計
測
・
制

御
を
見
据
え
た
内
容
と
な
っ

て
い
る
。
従
来
の
機
器
等
の

展
示
に
加
え
、
サ
ー
ビ
ス
・

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
情
報
を
提

供
す
る
。

　
基
調
講
演
で
は
ユ
ビ
キ
タ

ス
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

第
一
人
者
で
あ
る
坂
村
健
東

京
大
学
教
授
を
は
じ
め
、
各

分
野
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
最

新
情
報
を
解
説
す
る
。
ほ
か

に
各
出
展
社
に
よ
る
「
テ
ク

ニ
カ
ル
セ
ミ
ナ
ー
」
や
、
同

会
の
委
員
会
活
動
か
ら
、
注

目
の
分
野
に
つ
い
て
最
新
情

報
を
提
供
す
る
「
J
E
M
I

M
A
委
員
会
セ
ミ
ナ
ー
」、

「
専
門
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」

が
行
わ
れ
る
。
同
会
で
は
期

間
中
の
入
場
者
を
6
万
名
と

見
込
ん
で
い
る
。

　
事
前
登
録
を
す
る
と
、
1

0
0
0
円
の
入
場
料
が
無
料

に
な
る
。
登
録
は
同
会
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（

）
で

受
け
付
け
て
い
る
。

【
会
期
】　
月
9
日
我
〜
　

11

11

月
　
日
画
、　
時
〜
　
時

11

10

17

【
会
場
】
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ

ト
（
有
明
・
東
京
国
際
展
示

場
）
西
1
・
2
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】1
0
0
0
円（
税

込
、事
前
登
録
の
場
合
無
料
。

テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ミ
ナ
ー
は
別

途
受
講
料
8
0
0
0
円
（
税

込
）
が
必
要
）

【
問
い
合
わ
せ
】
花
日
本
電

気
計
測
器
工
業
会
展
示
部

（
担
当
：
福
井
）、電
話
0
3

3
5
0
2

0
6
0
1
、

電
子
メ
ー
ル

計
測
展
2
0
0
5
T
O
K
Y
O

　
月
9
日
〜
　
日
、東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

11

11
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第
1
W
G
第
2
回

会
合
開
く

　
計
量
制
度
検
討
小
委
員
会

第
1
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

（
W
G
）
第
2
回
会
合
が
　10

月
　
日
、
経
済
産
業
省
で
行

27
わ
れ
た
。

　
第
1
W
G
は
検
定
・
検
査

制
度
の
あ
り
方
等
を
検
討
す

る
。
前
回
議
事
録
の
確
認
が

あ
り
、
委
員
は
了
承
し
た
。

　
今
回
は
検
査
・
検
定
制
度

の
現
状
に
つ
い
て
ド
イ
ツ
物

理
工
学
研
究
所
（
P
T
B
）

の

が
ド
イ
ツ
の
法
定
計

量
を
、
同
W
G
委
員
の
中
野

義
幸
大
阪
府
計
量
検
定
所
長

が
地
方
自
治
体
の
計
量
行
政

に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
そ
れ

を
受
け
、
第
1
W
G
に
関
す

る
主
要
論
点
を
討
議
し
た
。

（
詳
細
は
次
号
以
下
）

　
計
量
行
政
審
議
会
2
0
0

5
年
度
第
1
回
計
量
標
準
部

会
が
　
月
　
日
午
後
、
経
済

10

25

産
業
省
で
開
か
れ
た
。
大
園

成
夫
部
会
長
が
退
任
、
委
員

の
互
選
に
よ
り
、
新
た
に
今

井
秀
孝
委
員
が
部
会
長
に
就

任
し
た
。

　
新
任
の
委
員
は
江
木
紀
彦

帝
京
平
成
大
学
現
代
ラ
イ
フ

学
部
教
授
、
酒
井
忠
雄
珂
日

本
航
空
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
品
質
保
証
部
長
、
杉
山
喬

苛
日
本
品
質
保
証
機
構
理

事
、
須
山
聰
長
野
県
工
業
技

術
総
合
セ
ン
タ
ー
精
密
・
電

子
技
術
部
門
長
、
中
村
健
一

花
日
本
工
作
機
械
工
業
会
会

長
、
原
田
嘉
晏
花
日
本
分
析

機
器
工
業
会
副
会
長
の
6

氏
。

　
9
月
2
日
付
で
中
川
昭
一

経
済
産
業
大
臣
か
ら
諮
問
が

あ
り
、
こ
れ
を
受
け
て
の
開

催
と
な
っ
た
。
審
議
事
項
は

つ
ぎ
の
通
り
。

　
電
力
及
び
電
力
量
、
電
圧

（
低
周
波
）
の
2
分
野
に
つ

い
て
特
定
標
準
器
、
特
定
副

標
準
器
、
校
正
等
を
取
り
消

し
、
新
た
に
特
定
標
準
器
の

指
定
、校
正
等
を
実
施
す
る
。

　
新
た
に
光
減
衰
量
の
特
定

標
準
器
の
指
定
及
び
校
正
等

を
実
施
す
る
。

　
ロ
ッ
ク
ウ
エ
ル
硬
さ
標
準

片
、
ビ
ッ
カ
ー
ス
硬
さ
標
準

片
を
硬
さ
の
特
定
二
次
標
準

器
に
指
定
し
、
標
準
供
給
を

開
始
す
る
。

　
こ
れ
ら
は
産
業
界
か
ら
の

要
望
や
、
技
術
の
進
歩
を
踏

合
会
（
計
工
連
）
は
　
月
か

10

ら
、
会
員
社
向
け
に
「
経
営

者
研
修
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

し
て
い
る
。

　
新
た
な
成
長
産
業
・
技
術

の
探
求
と
こ
れ
か
ら
の
経

営
・
人
事
管
理
制
度
等
に
つ

い
て
研
究
し
、
会
員
社
に
お

け
る
経
営
計
画
立
案
等
の
参

考
に
資
す
る
の
が
目
的
。
参

加
対
象
は
、計
工
連
会
員
で
、

経
営
者
、
経
営
企
画
、
技
術

開
発
等
に
携
わ
る
幹
部
社
員

と
し
て
い
る
。
セ
ミ
ナ
ー
は

年
5
、
6
回
開
催
。
毎
回
、

各
界
の
有
識
者
を
講
師
に
招

い
て
約
1
時
間
の
講
話
を
聴

き
、
昼
食
を
は
さ
ん
で
約
1

時
間
の
質
疑
、懇
談
を
行
う
。

　
第
1
回
は
　
月
　
日
に
開

10

28

催
。
国
際
石
油
情
勢
と
石
油

価
格
に
つ
い
て
、
元
通
商
産

業
審
議
官
の
坂
本
吉
弘
ア
ラ

ビ
ア
石
油
珂
代
表
取
締
役
社

長
が
登
場
し
た
。第
2
回
は
、

関
満
博
一
橋
大
学
大
学
院
商

学
研
究
科
教
授
が
「
こ
れ
か

ら
の
中
堅
・
中
小
企
業
〜
中

小
企
業
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、

対
中
認
識
、
産
学
官
連
携
、

後
継
者
の
三
つ
で
あ
る
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
講
演
す
る
。

　
以
降
、
国
分
良
成
慶
応
義

塾
大
学
教
授
、
長
谷
川
三
千

子
埼
玉
大
学
教
授
を
講
師
に

　
不
正
事
業
者
名
の
公
表
に

つ
い
て
、
ぜ
ひ
取
り
入
れ
る

べ
き
と
い
う
積
極
派
か
ら
慎

重
派
ま
で
、
議
論
が

噴
出
し
た
。
実
際
、

不
適
正
計
量
の
ほ
と

ん
ど
は
故
意
で
は
な

く
、
単
純
ミ
ス
で
あ

る
。
し
か
し
、
理
由
は
ど
う

あ
れ
、
結
果
を
き
ち
ん
と
報

告
す
る
こ
と
が
、
商
店
な
ど

事
業
者
の
自
覚
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
、
と
い
っ
た

意
見
も
出
さ
れ
た
。

　
普
及
・
啓
発
と
し
て
は
、

S
I
単
位
な
ど
も
含
め
、
初

等
教
育
か
ら
の
充
実
を
は
か

る
べ
き
と
い
う
意
見
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
消
防
庁
の
「
適

マ
ー
ク
」（
現
在
は
廃
止
）
が

旅
館
や
ホ
テ
ル
の
安
全
基
準

と
し
て
広
く
浸
透
し
た
よ
う

に
、
適
正
計
量
管
理
事
業
者

制
度
を
、
適
正
計
量
の
証
し

と
し
て
ア
ピ
ー
ル
で
き
な
い

か
、
と
い
う
提
案
が
出
た
。

　
終
わ
り
に
事
務
局
か
ら
各

W
G
の
進
展
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
、
午
後
4
時
過
ぎ
に

閉
会
と
な
っ
た
。
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2
0
0
5
年
度
第
1
回
計
量
標
準
部
会
開
く

光
減
衰
量
の
供
給
を
開
始

硬
さ
は
範
囲
拡
大
、電
力
及
び
電
力
量
、電
圧
は
不
確
か
さ
向
上

ま
え
た
も
の
。
電
力
及
び
電

力
量
、
電
圧
（
低
周
波
）
は
、

特
定
標
準
器
の
老
朽
化
が
進

ん
で
い
た
が
、
新
し
い
計
量

器
の
開
発
に
成
功
。
現
在
と

同
等
の
標
準
供
給
範
囲
を
維

持
し
つ
つ
、
不
確
か
さ
の
向

上
が
図
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
電
圧
（
低
周
波
）
に
つ

い
て
は
、
特
定
標
準
器
の
校

正
実
施
機
関
が
日
本
電
気
計

器
検
定
所
か
ら
　
産
業
技
術

（独）

総
合
研
究
所
に
変
わ
る
。

　
法
整
備
を
経
て
実
際
に
供

給
が
開
始
さ
れ
る
。

J
F
E
ス
チ
ー
ル
千

葉
違
法
排
水
、社
と

担
当
者
を
書
類
送
検

　
J
F
E
ス
チ
ー
ル
珂
東
日

本
製
鉄
所
千
葉
地
区
（
千
葉

市
中
央
区
）
の
違
法
排
水
・

水
質
デ
ー
タ
改
ざ
ん
事
件

で
、
千
葉
海
上
保
安
部
は
　10

月
　
日
、
水
質
汚
濁
防
止
法

24
違
反
の
疑
い
で
、
同
地
区
の

当
時
の
製
銑
部
長
（
　
）
ら

51

社
員
4
人
と
同
社
を
書
類
送

検
し
た
。

　
製
銑
部
長
ら
は
猛
毒
の
シ

ア
ン
化
合
物
を
含
む
気
化
ガ

ス
の
対
策
を
怠
り
、
2
0
0

3
年
7
月
か
ら
　
年
1
月
ま

04

で
の
間
、
過
失
に
よ
り
千
葉

港
に
国
の
基
準
値
を
超
え
た

同
物
質
や
強
ア
ル
カ
リ
水
を

含
む
水
を
排
出
し
た
疑
い
が

持
た
れ
て
い
る
。
ま
た
、
環

境
防
災
室
長
ら
は
製
鉄
過
程

で
出
た
不
要
物
を
工
場
敷
地

内
に
放
置
、
昨
年
　
月
か
ら

11

　
月
ま
で
の
間
、
基
準
値
を

12超
え
た
ア
ル
カ
リ
性
の
水
を

排
出
し
た
疑
い
。
う
ち
1
人

は
水
質
デ
ー
タ
の
改
ざ
ん
に

も
関
与
し
た
疑
い
が
あ
り
、

千
葉
地
検
が
同
法
違
反
（
汚

染
状
態
の
測
定
義
務
違
反
）

の
容
疑
で
捜
査
し
て
い
る
。

　
問
題
は
昨
年
　
月
、
製
鉄

11

所
周
辺
の
海
水
が
白
濁
し
て

い
る
の
が
見
つ
か
り
発
覚
。

千
葉
地
検
と
海
保
は
3
月
、

合
同
で
千
葉
地
区
を
家
宅
捜

索
、
関
係
者
か
ら
も
事
情
を

聴
い
て
い
た
。

貨
幣
大
試
験
、硬

貨
の
量
目
を
確
認

　
貨
幣
の
量
目
を
試
験
す
る

貨
幣
大
試
験
が
　
月
　
日
、

10

24

大
阪
市
の
　
造
幣
局
で
行
わ

（独）

れ
た
。
谷
垣
禎
一
財
務
大
臣

が
執
行
官
と
な
り
、
電
子
天

び
ん
で
重
さ
を
確
か
め
た
。

　
こ
れ
は
通
貨
に
対
す
る
信

任
を
維
持
す
る
た
め
の
も
の

で
、
1
8
7
2
（
明
治
5
）

年
以
来
、
今
回
で
1
3
4
回

目
と
な
る
。
対
象
は
今
年
度

に
製
造
さ
れ
た
1
円
か
ら
5

0
0
円
ま
で
の
通
常
貨
幣

と
、
昨
年
度
の
大
試
験
以
降

に
製
造
さ
れ
た
愛
知
万
博
記

念
1
0
0
0
円
銀
貨
、
同
5

0
0
円
ニ
ッ
ケ
ル
黄
銅
貨
、

中
部
国
際
空
港
開
港
記
念
5

0
0
円
銀
貨
の
計
9
種
類
。

　
た
と
え
ば
、
1
0
0
0
枚

で
1
茜
と
な
る
1
円
硬
貨
の

場
合
、
許
さ
れ
る
誤
差
は
±

7
ｇ
と
な
る
。計
量
の
結
果
、

す
べ
て
誤
差
の
範
囲
内
で
合

格
と
な
っ
た
。

計
工
連
、経
営
者
研

修
セ
ミ
ナ
ー
開
始

　
花
日
本
計
量
機
器
工
業
連

予
定
し
て
い
る
。

第
3
W
G
第
4
回

会
合
開
く

　
計
量
制
度
検
討
小
委
員
会

第
3
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

（
W
G
）
第
4
回
会
合
が
　10

月
　
日
、
経
済
産
業
省
で
開

26
か
れ
た
。

　
計
量
標
準
・
標
準
物
質
の

供
給
の
あ
り
方
等
を
検
討
す

る
第
3
W
G
は
、
関
係
者
か

ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
て

い
る
。
今
回
は
研
究
機
関
な

ど
を
対
象
に
、　
国
環
境
研

（独）

究
所
柴
田
康
行
化
学
環
境
研

究
領
域
長
、
日
本
臨
床
検
査

標
準
協
議
会
藤
橋
和
夫
事
務

局
長
、
国
立
医
薬
食
品
衛
生

研
究
所
松
田
り
え
子
食
品
部

第
四
室
長
、　
食
品
総
合
研

（独）

究
所
安
井
明
美
分
析
科
学
部

長
を
招
き
、
各
氏
が
業
務
の

現
況
を
紹
介
し
た
。

第
2
回
計
量
制
度
検
討
小
委（
陰
面
の
つ
づ
き
）

PR 度控えめ？　計量強
調月間を告知する垂れ幕
（経済産業省）

平成 17 年10月 24日
型式承認を取得されている皆様へ

　計量法では、製造事業者（輸入事業者、外国製造事業者
を含む）が取得した型式承認について、10年間の有効期
間が定められています。有効期間満了後も引き続き型式承
認された計量器を製造する場合は、有効期間満了前に必ず
更新の手続きをすることが必要です。更新手続きが行われ
ますと、有効期間が 10年間延長される事になります。型
式承認の更新を希望される事業者は、有効期限内に更新手
続きを行ってください。
　今回は、平成 7年 11月 1日以降に計量法に規定されて
いる型式承認を取得された方へ型式承認の更新手続きの
ご案内です。型式承認を失効させた場合は、改めて承認を
取得し直して頂く事になりますので、ご注意下さい。詳細
は、以下のホームページから確認する事ができます。
http://www.nmij.jp/kosei/hoteikeiryo/katashiki 
/koushin.html/

独立行政法人産業技術総合研究所
計量標準管理センター 標準供給保証室
〒 305-8563　茨城県つくば市梅園 1-1-1 中央第 3
TEL：0298-61-4026 ／ FAX：0298-61-4018
e-mail：calservice@m.aist.go.jp

産総研からのお知らせ
型式承認更新手続きについて




